
全体総括

62.44

①経常収支比率は給水収益や加入金などの経常的な
収益の増加により、100%を超え収支は黒字となって
おります。
②累積欠損金比率は長期にわたって0%であり、本市
の水道事業は安定した運営ができているものと考え
られます。
③流動比率は例年100%を大きく上回っており、短期
的な債務に対する支払能力を有しています。
④企業債残高対給水収益比率は企業債の発行を抑制
してきた時期があったこと、借入額より償還額の方
が多いことから、現在でも低い水準となっていま
す。
⑤料金回収率は、新型コロナウイルス感染拡大に伴
う市民生活等の支援として行った基本料金免除の影
響により、100%を大きく下回りました。
⑥給水原価は例年、類似団体より低い値で推移して
おりましたが、令和2年度から類似団体よりも高い
値となっております。これは漏水等に対する修繕が
多いこと、令和3年度においては上尾道路整備も踏
まえた将来に向けての施設検討業務を行うなど委託
料の増加があったためです。引き続き、計画的に管
路の更新を行い、適正な維持管理や効率化による費
用の削減に努めます。
⑦施設利用率は類似団体を大きく下回っており、ダ
ウンサイジングなど施設能力の適正化について、今
後検討していく必要があります。
⑧有収率は類似団体を上回り、90%を超える水準と
なっております。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は類似団体より、高い値
となっています。
②管路経年化率は類似団体より低い値ではあります
が、増加傾向にあります。
③管路更新率については、例年、類似団体平均を下
回っておりますが、令和3年度においては、地域連
絡管の整備を進めたことなどから、前年に比べ、増
加しました。
施設全体の減価償却率は高くなっており、浄水場施
設・設備等の老朽化も進んでいると考えられます
が、耐用年数経過後も適正な維持管理による延命化
を図るとともに、経営状況を踏まえた上で適正な投
資を進めていきます。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km
2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

経営の健全性・効率性に係る指標から、財務状況に
ついては、概ね健全な状況にあると言えますが、令
和3年度は前年度に続き、新型コロナウイルス感染
拡大に伴う市民生活等の支援のため、基本料金免除
を行ったことから料金回収率が100%を下回っていま
す。これはコロナ禍における特殊な事情によるもの
ですが、今後も人口減少や節水機器の普及により、
給水収益の減少が見込まれ、さらに、管路や施設の
老朽化は年々進行しているため事業費の増大は避け
られなくなっています。そのため、計画的な更新を
実施して事業費の抑制・平準化を図ることや、水需
要に見合った施設規模の適正化、適切な維持管理に
よる延命化など、効率的な運営が必要になります。
水道事業を取り巻く環境は厳しさを増しています
が、今後も健全で安定した運営が継続できるよう、
中長期的な視点に立ち、課題の解決に努めてまいり
ます。

1,881.79 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 86.53 99.93 3,058 117,499

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

117,660 67.44 1,744.66 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A3 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
埼玉県　鴻巣市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.39 0.28 0.30 0.41 0.51

平均値 0.74 0.72 0.66 0.67 0.62

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 110.46 112.41 106.85 103.18 106.61

平均値 113.68 113.82 112.82 111.21 111.89

44.00

45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

50.00

51.00

52.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 48.39 49.06 50.48 50.68 51.60

平均値 46.99 47.89 48.69 49.62 50.50

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 7.60 8.32 8.59 9.80 11.19

平均値 15.83 16.90 18.26 19.51 21.19

①経常収支比率(％)

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

0.40

0.45

0.50

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.03 0.00 0.00 0.00 0.45

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 190.62 259.55 327.15 299.91 287.63

平均値 337.49 335.60 358.91 360.96 351.29

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 85.90 85.73 82.74 90.48 83.61

平均値 265.92 258.26 247.27 239.18 236.29

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 103.49 102.78 99.82 89.48 92.54

平均値 105.86 106.07 105.34 101.89 104.33

148.00

150.00

152.00

154.00

156.00

158.00

160.00

162.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 152.76 153.88 158.12 157.65 160.97

平均値 158.58 159.22 159.60 156.32 157.40

52.00

54.00

56.00

58.00

60.00

62.00

64.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 57.69 57.93 56.84 57.95 56.42

平均値 62.38 62.83 62.05 63.23 62.59

86.00

87.00

88.00

89.00

90.00

91.00

92.00

93.00

94.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 90.73 90.37 90.25 91.34 92.77

平均値 89.17 88.86 89.11 89.35 89.70

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【111.39】 【1.30】 【261.51】 【265.16】

【90.12】【60.29】【167.74】【102.35】

【50.88】 【22.30】 【0.66】



「①有形固定資産減価償却率」
年々増加傾向にあり、類似団体平均値よりも高い数
値が続いている。法定耐用年数に近い資産を多く保
有しており、施設の更新や長寿命化等を検討する必
要がある。
「②管渠老朽化率」、「③管渠改善率」ともに0%で
あり、法定耐用年数を経過した管渠は保有していな
い。
　今後はストックマネジメント計画に基づき、計画
的な修繕や改修を実施する。

2. 老朽化の状況

全体総括

　各指標を見ると類似団体平均値を下回る数値があ
り、引き続き、有収率や水洗化率の向上に努め、施
設の効率性を確保しながら、施設の老朽化対策を計
画的に進めていく。
　また、施設の更新事業に対する所要の財源確保の
ため、適正な債務残高を維持しながら水洗化率向上
による使用料収入の増加や適正な施設の維持管理に
よる汚水処理費の減少に努める。
　汚水処理費を下水道使用料で賄えず、企業債の償
還も基準外を含む一般会計からの繰入金で支えられ
ている状況からの脱却を図る必要がある。そのた
め、令和5年度からの経営戦略見直しにおいて料金
改定について検討するなど、積極的な経営改善に取
り組む予定である。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

91,957 14.96 6,146.86 【】 令和3年度全国平均

処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

「①経常収支比率」100%以上であり黒字を継続してい
るが、減価償却費の増加等により比率が減少し、類似団
体平均値との差が増大している。
「②累積欠損金比率」未処理欠損金が発生していない
ため0%である。
「③流動比率」現金・預金の増加等により比率は上昇
しており、類似団体平均値を大きく上回っている。ま
た、一時借入金の実績がないことから、短期的な債務に
対する支払能力については問題はない。
「④企業債残高対事業規模比率」比率は上昇したも
のの、類似団体平均値を大きく下回っている。計画的な
投資と起債による企業債残高の減少や、適切な使用料水
準の達成に努める。（※左の表ではR03の当該値が
「413.30」とあるが正しくは「417.98」である。）
「⑤経費回収率」減価償却費の増加に伴う汚水処理資
本費の増加等により前年度から率は減少し、類似団体平
均値を下回っている。率を向上させるため、下水道使用
料の対象となる費用に加え、将来の更新を見据えた資産
維持費や人口減少による使用料収入の減少も考慮した上
で、適切な下水道使用料について検討する。
「⑥汚水処理原価」年間有収水量の減少、減価償却費
の増加に伴う汚水処理資本費の増加等により大きく上昇
した。水洗化率の向上による有収水量の確保等の措置が
必要である。
「⑧水洗化率」類似団体平均値よりも高い率を維持し
ているが、前年度から、水洗便所設置人口が0.09%の増
加、処理区域内人口が0.06%の減少であり、水洗化率は
微増となった。引き続き未接続者への周知・依頼を通し
て率の向上に努める。

資金不足比率(％)

- 69.08 78.21 81.30 2,310

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

117,660

処理区域内人口(人)

67.44 1,744.66 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Bc1 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
埼玉県　鴻巣市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.14 0.13 0.12 0.08 0.24

99.00

100.00

101.00

102.00

103.00

104.00

105.00

106.00

107.00

108.00

109.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 104.15 107.48 104.77 104.86 102.39

平均値 106.41 107.95 106.32 106.67 106.90

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 24.31 25.94 27.86 29.77 30.18

平均値 23.42 22.74 21.22 23.25 25.20

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.15 0.18 0.83 1.06 2.02

①経常収支比率(％)

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 25.32 1.03 1.35 3.68 5.30

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 97.60 110.97 123.56 138.50 142.98

平均値 78.56 80.50 71.54 67.86 72.92

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 468.96 433.40 427.87 406.84 413.30

平均値 610.17 605.90 653.69 709.40 734.47

65.00

70.00

75.00

80.00

85.00

90.00

95.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 76.98 78.81 76.43 79.33 76.11

平均値 88.37 89.41 88.05 91.14 90.69

130.00

132.00

134.00

136.00

138.00

140.00

142.00

144.00

146.00

148.00

150.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 147.65 144.62 149.02 142.97 148.97

平均値 143.05 142.05 141.15 136.86 138.52

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - - -

平均値 58.83 56.51 57.04 60.78 59.96

91.50

92.00

92.50

93.00

93.50

94.00

94.50

95.00

95.50

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 94.57 94.64 94.96 94.74 94.88

平均値 92.90 93.91 93.73 94.17 94.27

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【107.02】 【3.09】 【71.39】 【669.11】

【95.72】【59.99】【134.98】【99.73】

【38.17】 【6.54】 【0.24】



「③管渠改善率」
　管渠の更新・改良等は実施しておらず、0%である
が、処理施設については、平成23年度、平成24年度
に笠原地区処理施設、平成30年度、令和元年度に笠
原第２地区処理施設の改修工事を行っている。

2. 老朽化の状況

全体総括

　接続率の向上による使用料の増収や適切な施設の
維持管理による汚水処理原価の削減に努め、収益的
収支比率や経費回収率の向上など、経営の健全化を
図ることとする。
 また、最適整備構想を踏まえ、各施設の劣化状況
による優先度を把握した段階で、工事費の平準化や
長寿命化の効率的な改修を検討することとする。

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

2,646 1.97 1,343.15 【】 令和3年度全国平均

処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

「①収益的収支比率」新規事業である公営企業会計
への移行事業等により総費用が増加し、県補助対象
事業の完了により総収益が減少した。黒字化を達成
するため、引き続き接続率の向上と費用の削減に努
める。
「④企業債残高対事業規模比率」0%であり、類似団
体平均値778.81%と比較して極めて低く、良好な状
態である。
「⑤経費回収率」汚水処理経費の増加により、前年
度から減少しており、類似団体平均値を下回ってい
る。①と同様、使用料の確保と維持管理費用の見直
し・削減を進め、比率向上に努める。
「⑥汚水処理原価」年間有収水量が減少し、公営企
業会計への移行にかかる経費の新規計上等により汚
水処理原価は増加しており、類似団体平均値を上
回っている。①、⑤と同様、計画的な維持管理に努
め、経費削減に取り組む。
「⑦施設利用率」類似団体平均値と比較し高い数値
を維持しており、今後も適切な施設規模を維持し、
効率的な運営を継続する。
「⑧水洗化率」類似団体平均値と比較し高い数値を
維持しており、引き続き未接続者への個別訪問等に
より水洗化率向上に努める。

資金不足比率(％)

- 該当数値なし 2.25 92.04 3,025

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

117,660

処理区域内人口(人)

67.44 1,744.66 ■ 当該団体値（当該値）法非適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
埼玉県　鴻巣市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.01

0.02

0.03

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.01 0.01 0.02 0.02 0.01

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 98.37 102.36 105.35 105.58 91.05

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値

平均値

①収益的収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値

平均値

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 855.80 789.46 826.83 783.80 778.81

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 68.62 61.16 63.74 54.97 51.77

平均値 59.80 57.77 57.31 68.11 67.23

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 184.53 207.05 209.17 238.48 259.23

平均値 263.76 274.35 273.52 222.41 228.21

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 90.59 87.45 83.79 84.15 80.87

平均値 51.75 50.68 50.14 55.26 54.54

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 90.41 91.21 91.70 91.90 93.58

平均値 84.84 84.86 84.98 90.52 90.30

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【786.37】

【86.91】【61.14】【256.97】【60.65】

【0.03】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


